
【様式第1号】

（単位：千円）

科目 金額 科目 金額

【資産の部】 【負債の部】

  固定資産 5,918,305   固定負債 1,739,285

    有形固定資産 4,718,330     地方債等 950,300

      事業用資産 4,031,698     長期未払金 -

        土地 625,929     退職手当引当金 706,851

        立木竹 -     損失補償等引当金 -

        建物 10,112,845     その他 82,134

        建物減価償却累計額 -7,826,802   流動負債 174,311

        工作物 5,835,278     １年内償還予定地方債等 -

        工作物減価償却累計額 -4,844,248     未払金 -

        船舶 -     未払費用 -

        船舶減価償却累計額 -     前受金 -

        浮標等 -     前受収益 -

        浮標等減価償却累計額 -     賞与等引当金 147,237

        航空機 -     預り金 263

        航空機減価償却累計額 -     その他 26,812

        その他 160,869 負債合計 1,913,597

        その他減価償却累計額 -32,174 【純資産の部】

        建設仮勘定 -   固定資産等形成分 5,918,305

      インフラ資産 -   余剰分（不足分） -1,626,420

        土地 -   他団体出資等分 -

        建物 -

        建物減価償却累計額 -

        工作物 -

        工作物減価償却累計額 -

        その他 -

        その他減価償却累計額 -

        建設仮勘定 -

      物品 3,024,322

      物品減価償却累計額 -2,337,690

    無形固定資産 1,316

      ソフトウェア -

      その他 1,316

    投資その他の資産 1,198,659

      投資及び出資金 -

        有価証券 -

        出資金 -

        その他 -

      長期延滞債権 -

      長期貸付金 -

      基金 1,198,560

        減債基金 -

        その他 1,198,560

      その他 98

      徴収不能引当金 -

  流動資産 287,176

    現金預金 287,176

    未収金 -

    短期貸付金 -

    基金 -

      財政調整基金 -

      減債基金 -

    棚卸資産 -

    その他 -

    徴収不能引当金 -

  繰延資産 - 純資産合計 4,291,885

資産合計 6,205,482 負債及び純資産合計 6,205,482

連結貸借対照表
（令和5年3月31日現在）
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【様式第2号】

（単位：千円）

連結行政コスト計算書
自　令和4年4月1日
至　令和5年3月31日

科目 金額

  経常費用 4,950,918

    業務費用 4,748,623

      人件費 2,297,331

        職員給与費 1,658,293

        賞与等引当金繰入額 147,237

        退職手当引当金繰入額 375,842

        その他 115,959

      物件費等 2,446,103

        物件費 1,745,045

        維持補修費 29,356

        減価償却費 671,701

        その他 1

      その他の業務費用 5,188

        支払利息 2,218

        徴収不能引当金繰入額 -

        その他 2,970

    移転費用 202,295

      補助金等 169,915

      社会保障給付 27,600

      その他 4,780

  経常収益 524,514

    使用料及び手数料 359,076

    その他 165,438

純経常行政コスト 4,426,404

  臨時損失 0

    災害復旧事業費 -

    資産除売却損 0

    損失補償等引当金繰入額 -

    その他 -

  臨時利益 -

    資産売却益 -

    その他 -

純行政コスト 4,426,404
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【様式第3号】

（単位：千円）

固定資産
等形成分

余剰分
(不足分)

他団体出資等分

前年度末純資産残高 4,564,792 6,627,788 -2,062,996 -

  純行政コスト（△） -4,426,404 -4,426,404 -

  財源 4,164,083 4,164,083 -

    税収等 4,144,368 4,144,368 -

    国県等補助金 19,715 19,715 -

  本年度差額 -262,321 -262,321 -

  固定資産等の変動（内部変動） -654,199 654,199

    有形固定資産等の増加 194,564 -194,564

    有形固定資産等の減少 -757,695 757,695

    貸付金・基金等の増加 45,841 -45,841

    貸付金・基金等の減少 -136,909 136,909

  資産評価差額 - -

  無償所管換等 - -

  他団体出資等分の増加 - -

  他団体出資等分の減少 - -

  比例連結割合変更に伴う差額 -10,586 -55,284 44,698 -

  その他 - - -

  本年度純資産変動額 -272,907 -709,483 436,576 -

本年度末純資産残高 4,291,885 5,918,305 -1,626,420 -

連結純資産変動計算書
自　令和4年4月1日
至　令和5年3月31日

科目 合計
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【様式第4号】

（単位：千円）

連結資金収支計算書
自　令和4年4月1日
至　令和5年3月31日

科目 金額

【業務活動収支】

  業務支出 4,416,559

    業務費用支出 4,060,308

      人件費支出 2,280,718

      物件費等支出 1,774,402

      支払利息支出 2,218

      その他の支出 2,970

    移転費用支出 356,251

      補助金等支出 169,915

      社会保障給付支出 27,600

      その他の支出 158,736

  業務収入 4,669,002

    税収等収入 4,144,368

    国県等補助金収入 120

    使用料及び手数料収入 359,076

    その他の収入 165,438

  臨時支出 -

    災害復旧事業費支出 -

    その他の支出 -

  臨時収入 -

業務活動収支 252,443

【投資活動収支】

  投資活動支出 154,411

    公共施設等整備費支出 108,570

    基金積立金支出 45,841

    投資及び出資金支出 -

    貸付金支出 -

    その他の支出 -

  投資活動収入 115,504

    国県等補助金収入 19,595

    基金取崩収入 95,909

    貸付金元金回収収入 -

    資産売却収入 -

    その他の収入 -

投資活動収支 -38,907

【財務活動収支】

  財務活動支出 297,817

    地方債等償還支出 271,006

    その他の支出 26,812

  財務活動収入 89,800

    地方債等発行収入 89,800

    その他の収入 -

前年度末歳計外現金残高 266

本年度歳計外現金増減額 -3

本年度末歳計外現金残高 263

本年度末現金預金残高 287,176

財務活動収支 -208,017

本年度資金収支額 5,519

前年度末資金残高 285,761

比例連結割合変更に伴う差額 -4,366

本年度末資金残高 286,913
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連結財務書類注記 

 

１ 重要な会計方針 

（１）有形固定資産等の評価基準及び評価方法 

   「資産評価及び固定資産台帳整備の手引き」に定める評価基準及び評価方法による。

また、物品においては、一品当たりの取得価額が 50 万以上の場合に計上しています。 

 

（２）有形固定資産等の減価償却の方法 

  ア．有形固定資産（土地、立木竹、美術・骨董品、歴史的建造物、建設仮勘定は除く） 

    定額法により算定しています。 

イ．無形固定資産（電話加入権、土地の上に存する権利は除く） 

  定額法により算定しています。 

ウ．尚、耐用年数を経過したものは、備忘価額として 1 円を計上しています。但し、無

形固定資産については、備忘価額を計上していません。 

 

（３）引当金の計上基準及び算定方法 

  ア．賞与等引当金 

    翌年度 6 月支給見込み額のうち、作成基準日において当該年度に負担すべき額を

計上しています。 

イ．退職手当引当金 

   作成基準日において、全職員が期末普通退職するとした場合の退職手当必要相当

額から、退職手当組合積立額を控除した額を計上しています。 

 

（４）リース取引の処理方法 

   所有権移転外のファイナンス・リース取引については、賃貸借取引に準じた会計処理

をおこなっています。 

 

（５）連結資金収支計算書における資金の範囲 

 地方自治法第 235 条の 4 に規定する、歳計現金及び歳入歳出外現金を範囲としてい

ます。 

 

（６）その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

   消費税等の会計処理は税込方式とします 

 

２ 重要な会計方針の変更等 

  変更等はありません。 

 

３ 重要な後発事象 

  該当する事象はありません。 

 

４ 偶発債務 

  該当する事象はありません。 
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５ 追加情報 

（１）連結対象団体（会計） 

団体（会計）名 区分 連結の方法 比例連結割合 

長野県市町村総合 

事務組合 
一部事務組合 比例連結 

一般会計 2.8533% 

公務災害特別会計 2.3116% 

 

（２）出納整理期間 

   地方自治法第 235 条の 5 の規定により出納整理期間が設けられており（普通地方公

共団体の出納は、翌年度の 5 月 31 日をもって閉鎖する）、当該年度に係る出納整理期

間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としていま

す。 

 

（３）財務書類の表示単位（千円単位） 

 記載金額は千円未満を四捨五入しているため、合計が一致しないことがあります。 

 

 

  ※その他の注記については、一般会計等、全体財務書類の注記をご参照ください。 

 


